
墜

II1 
I
D
 
剛
|

屡
 

ω」コザハ  

ω」
』

止一口一  ト ζυo )ω

困





-食品の安全 ・安心の確保に関する

知識と理解を深める� 

-施策・ 事業に参画し、意見表明や

情報提供を行うことで積緩的に役

割を果たすよう努める� 

-常に自らが、食品による危害の被

害者又は加害者となり得ること を

認識 し、食品の生産 ・消費 ・再生

-食の安全 ・安心の確保のため、食品の生産

から消費に至る行程の各般に応じて総合的

かっ計画的な施策を講ずる� 

-食品の安全 ・安心の確保に関して、

第一義的責任を有すること を認識

して事業活動を行う� 

-県民の信頼を損な うことのないよ

う正確かっ適切な食品表示に努める� 

.食品の安全 ・安心の確保を常に念

頭におき、 事業活動の改善及び向

上に努める� 

-食品の安全 ・安心の確保に関する

施策に積極的に協力する

環境への配慮(第7条)

•• 県民の健康の保護

食品の生産・消費・再生等の各般にわたる施策を総合的・計画的に推進

県・事業者の責務と県民の役割を明らかにする� ) C県の施策に関する基本事項を定める

食の安全・安心・信頼性の確保に関して基本理念を定める� 

1.県民の健康の保護が最も重要であるという墓本的認識の下に県・事業者が必要な措置を

講ずる� 

2.県・事業者・県民が、それぞれの貫務・役割を果たし、信頼の下に取り組む� 

3.科学的知見に墓づき、県が国・市町村と連携協力して適切な施策を講ずる� 

4.県・事業者の種極的な情報の公開及び県民との意見交換等による情報の共育化を推進し

て共通認識の形成を図る� 

5. 食昂の生産及び流通の過程において循環型社会の視点、に配慮する� 

等に関わるよう努める� 

・食品の安全 ・安心の確保に当たっては、 社会環境の変化、 化学物質の出現等によ

る環境への負荷が増大されてきている現実を認識 して、環境への負荷の軽減に努

める等環境に及ぼす影響について配慮しなければならない

知事は、食の安全・安心の確保に関する施策を、総合的かつ計画的に推進するため、塁本計
画を定めなければならない。



の安全・ 安 0・信頼性の確保に関する基本計画-E騨!

本県においては、県民の健康の保護に資するため食の安全・安心・信頼性の確

保に関して基本理念を定め、県及び事業者の責務と県民の役割を明らかにすると

ともに県の施策に関する基本事項を定めた「とちぎ食の安全・安心・信頼性の確

保に関する条例」が平成 18年 6月に制定されました。

本計画は、条例の基本理念に基づき、食品の生産・加工・流通・消費・廃棄・

再生の各般にわたる施策を総合的かつ計画的に推進するために策定したものです。 

eEE園間E

この計画は、とちぎ食の安全・安心・信頼性の確保に関する条例第 8条に基づ

く食の安全・安心・信頼性の確保に関する基本計画です。

また、栃木県総合計画「とちぎ元気プランJの部門計画として位置づけていま

す。 

e-盤調
この計画は、栃木県総合計画との整合性を図るため、平成 20年度から平成  22

年度までの 3か年を計画期間とします。

事業者自身の取組や行政の監視指導等により、食品の安全性を確保し、県民の

食品に対する信頼感を醸成することで、県民が安心な食生活を送ることができる

との観点から、以下の考え方により施策を体系化し、総合的かっ計画的に推進す

ることとしました。 

0食品の生産から消費に至る一貫した食品の安全性と信頼性の確保
食品供給行程の各段階における食品の安全性と信頼性を確保するための施策
 

0関係者の相互理解と協働の推進

食に関する様々な立場の県民相互の理解を促進し、協働して食の安全と信頼の確

保を推進するための施策 

0食の安全と信頼を支える体制の整備と関係機関の連携
県や関係機関が食の安全・安心・信頼性の確保を進めるための体制整備に関する

施策 
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0食品の生産から消費に至る一貫した食品の安全性と信頼性の確保� (基本目標 1，..， 3) 

O関係者の相互理解と協働の推進 (基本目標 4)
0食の安全と信頼を支える体制の整備と関係機関の連携 (基本目標 5) 

基本目標� 1

生産段階における
安全と信頼の確保 基本目標� 2

製造・加工・流通・
販売段階における
安全と信頼の確保

基本目標5

基本目標� 3
消費段階における
安全と信頼の確保

食の安全と信頼の確保のための

体制整備及び連携強化

安心な食生活への取り組みは、「安全」と「安

心j というこつの言葉の意味をきちんと分けて

考えることからはじまります。

「安全」は、食品が健康に及ぼす悪影響の大

きさ「リスク� j を、科学的・客観的に評価して、

人の健康を妨げないレベルできちんと管理する

こと。

「安心Jは、その「リスク� j の評価や管理に

対して、食に関わるすべての人たちが情報や意

見を交換し、正しく理解しあうことによってか

たちづくられる、ゆるぎない信頼から生まれま

す。� 

事故・まちがい-

不誠実への不安

.虚偽表示

.農薬食昂添加物の不適正使用

.食中言号、異物混入・1いわゆる健康食昂JのIIli書など

知らないもの-

よくわからないものへの不安・BSE(牛海綿状脳症)

.鳥インフル工ンザ

.食昂添加物・農薬主主どの化学物質

.遺伝ミ子組換え食昂 主よど

- 3 
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た
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の

体
制
整
備
及
び
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化

7条� l' 
9条� 

10条� 

15条

-農薬の適正な使用推進(経営技術課)� 

.GAPの推進強化 (生産振興課・林業振興課)

・家畜生産衛生の向上 (畜産娠輿諜� )

-特別栽培農産物の生産拡大(経済流通課)

・環境と調和のとれた操業生産の推進(経営技術課〉� 

-農薬販売者等への立入検査強化 (経営技術線)

・畜産における監視 ・指導 (畜産振興線)

・養殖衛生管理の普及・指導(生産振興課� )
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(2)生産者等に対する
監視指導の強化

-
生
産
段
階
に
お
け
る

安
全
と
信
頼
の
確
保 -農産物の生産履歴の記帳と情報公開の促進 (経済流通課)

・家畜の餌養履歴の公開(畜産復興銀)� 
(3) トレーサビリティの

考え方の導入促進� 

2
製
造
・
加
工

・
流
通
・

3
消
費
段
階
に
お
け
る

販
売
段
階
に
お
け
る

安
全
と
信
頼
の
確
保

安
全
と
信
頼
の
確
保

-消費者を対象とした食の安全に閲する講習会等め実施� 

(生活{~f.生線 ・くらし安全安心課)
・各種嫉{本を務用した食品安全情報の提供� (生活衛生課� )
-地域や学校での食品の安全に関する知議習得への支援 (生活衛生課� )

(1)食品の安全性に関する
理解促進� 

7条� 

13条� 

16粂� 

17条� 

-食育の普及啓発� (幾政繰� )

・子どものころからの食脊の船主� (農政課・健康増進課 ・健康福利震 ・文書学専漂 ・生汚衛生課)

・環境にやさ しい食生活の促進 ぐ農政線 ・農村復興課� ) 

-食品の安全性等に関する相談体制の充実� (生活衛生課 ・くらし安全安心課� )

・食と般に対する理解促進� (農政繰� ) 
((2)消 費者相談体制の充実 〕� 

〕� 

1 
情報共有の促進I 

i 
L 相互理解の推進と支援J 

((3)食育の推進

D食品に関する� 

111事業者と消費者の� 

-総合的な食品安全行政の推進(生活衛生課)

-県民参加による食品安全行政の推進(生活衛生課)
(1)食品安全行政の

総合的推進� 
-地域における農産物の安全・安心対策(経済流通課)

・他機関との連携(生活衛生課)

-リスクコミュニケーターの育成(生活衛生課)(2)監視指導及び検査体制の
・食品衛生推進員の充実(生活衛生課) 12条充実・強化並びに
・農薬管理指導土等の養成(経営技術課) 14粂人材の育成� ・家畜防疫員、食品衛生監視員等の資質の向上(生活衛生課・畜産振興課、) 17粂� 

19条

(1)食品営業者等による
自主衛生管理� 

(2)食品営業者等に対する
監視指導の強化

(3)食晶表示の
適正化の推進� 

-食品自主衛生管理等の推進(生活衛生課)� 
.rとちぎハサ ップ� j の認証取得促進(生活衛生課)

・産業技術センターにおける食の安全のための技術の支援(工業振興課)

・学校給食調理場におけるドライ運用促進への支援(健康福利課)
7条� 

-計画的で効果的な監視指導の実施(生活衛生課) 9条� 

・学校給食施設における衛生管理の指導徹底(健康福利課) 10条� 
・無承認、無許可医薬品の監視指導実施(薬務課)� 15条

-食品表示に関する指導の強化と関係機関の連携

(生活衛生課・経済流通課・くらし安全安心課・健康増進課)
・適正な食品表示の普及啓発と指導(生活衛生課 ・経済流通課)� 

(3)安全な食品を生産するための
技術開発と

食の安全に関する研究の推進� 

G健康危機管理体制の強化�  

-残留農薬検査の効率化(生活衛生課)
 
-環境と調和のとれた農業生産のための研究の推進(経営技術課)

・畜産に関する試験研究の推進(畜産振興課)
 
-免疫力の高い魚の生産技術開発(生産振興課)


)C健康危機管理体制の強化� ) 

4 
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(基本目標 1 生産段階における安全と信頼の確保〉

安全な農産物の生産� 

O 農薬の遮iEtt使用推進

-農薬管理指導士の認定制度、 GAPを活用して、効率的な防

除や農薬の安全・適正な使用を推進します。� 

o GAPの推進強ずと

-震産物の安全性確保を目的とした衛生管理や法令遵守等の

実施により、消費者や実需蓄の信頼を確立するためGAP

の導入を主要な産地へ積極的に推進します。� GAPの取り組み
(いちごの衛生的なパック詰め)

トレーサビリティの考え方の導入促進� 

O 農産物の盆産履歴のse穫と信帯公1JF1のfJEif1 

-農産物の生産に使用した農薬や肥料などの生産履歴の記帳と生

産情報の公開を促進します。� 

O 家葺のIg/妻鹿Eの公府

-生産者団体による肉用牛の飼養管理情報公開の取組を促進しま

す。また、乳用牛や豚などの飼養管理情報の記帳を徹底するよ

う指導するとともに、それらの情報の公開を促進します。
携需電話を活用した生産情報の公開

基本目標2製造・加工・流通・販売段階における安全と信頼の確保

食品営業者等による自主衛生管理� 

o rと古i#'γIサッブツのffEsj[lfX得fJE，進
 

.HACCPの考え方を取り入れた「とちぎハサップ� Jの認証取得促


進を図ります。また、認証を取得した施設を積極的に公表し、制


度の周知に努めます。


食品営業者等に対する監視指導の強化
 

O 計ilffif19て効果的在監視指導の実慮


「栃木県食届衛ま監視指導計画jを毎年度策定し、計画的に食日関

係施設に対する監視指導及び流通食昂の表示等の検査などの徹底を図ります。� 

-食昂衛生活及び栃木県食昂衛壬条例による許司対象以外の食品関係施設を把握し、監視指導

の対象を拡大します。� 

-食昂(輸入食昂を富む)の収去検査を計画的に実施するとともに新たな食日検査に対応する

ため、検査機器の充実-強化に努めます。

食品表示の適正化の推進� 

o 1含dZ表示に厚手す否指導の強仕と厚手係輝席の遭虜� 

-関係法令に塁づき、適正な表示がなされた食昂を消費者に提

供できるよう事業者に対する指導を強化します。� 

-関係機関の連携を深め、効率的かつ効果的な監視指導を図る

ため、事業者に対し合同で監視指導を実施します。� 

O 逓iEtt1含dZ表示の霊友罫芳と指導

「食品表示適正化強化期間Jを定め、事業者に対する適正広
食品表示の定着促進に努めます。 食日表示適正化強化月間合同監視� 
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基本目標3 消費段階における安全と信頼の確保

食品の安全性に関する理解促進� 

O 消費者を対象と L-k食の安全仏癒す-9講fiff'会等の5fJ宮� 

.NPO、消費者団体等の食の安全に関する掌習に関係職員を派遣

するなど、利用しやすくわかりやすい食自の安全性に関する情

報の提供に努めます。� 

O 地域や学校での食dZの安全に席す-9知離宮揮の支援

-食生活改善推進員やヘルスサポータ一等、地域で食青を推進す

るボランティアへの食日安全情報の提供に努めます。

-食昂の安全性に関する知識をわかりやすく伝えるための教材を

作成し、教職員や地域ボランティアに提供します。

消費者相談体制の充実� 

O 食dZの安全佐等に/JUす-9荷長'体講ずの3宮支

-告健康福祉センター等において、消費者からの食自の安全性等

に関する相談に的確に対応します。また、健康まつり等の各種

イベン卜を活用し、消費者からの相談に対し、的確な聞言に努

めます。

食育の推進� 

O 食/ffの葺:，J~昏芳
-食青に関係する団体やNPO、ボランティアなどが連携・協力し、一体的な食青推進運動を

展開するとともに、市町村食青推進計画の策定麦援等により地域の食育を推進します。

県政出前講座『食の「安全J と「安 J~\j j

イベント会場での食の安全相談

【基本目標4 県民、事業者、行政聞の情報の共有と相互理解・信頼関係の確立】|

食品に関する情報共有の促進� 

O 食dZの安全佐に席す-9館高公局の推進

-食の安全に関する施策や食自の安全性に関する調査・研究の成果

等についての情報公開に努めます。

リスクコミュニケーションの推進� 

O 震児支擦にct -9荷互理解の推進

広く県民を対象とした意見交換会を県内各地域において開催し、

意見や情報の交換を促進します。

-農産物の安全性確保の取組について生産現場で意見交換を行うリ

スクコミュ二ケーションを促進し、消費者の理解促進を図ります0

・関係職員の派遣や人材の青成を通じて、事業者やNPO等による食

の安全に関する意見交換会の開催を麦揮します。� 

O グスクコミュニナーターの穿成と活用

-食に関する様々な立場や相互の十分な意思疎通を図るため、食昂

のIJスクに対する他の立場の発想や考え方などを理解し、リスク

コミュニケーションを麦握、仲介できる能力を育する人材を育成し、

活用します。

とちぎ食目安全フォーラム
(意見交探会)

地域の指導者育成講座� 
(Ijスクコミュ二ケーター育成講習会)



基本目標5食の安全と信頼の確保のための体制整備

食品安全行政の総合的推進� 

O 緑、合的~ßきdZ安全子ji/itの推進

-総合的な食の安全と信頼の確保

のため、� I栃木県食晶安全推進

本部Jを中山とした体制のもと、

さらに機動的かつ迅速な対応を

図ります。� 

O 東R参加によQ食晶安全子ji/it
の推進

「とちぎ食の安全 ・安� 0 ・信頼

性の確保に関する条例j第19条

による施策提案制度を活用し、

県民参加の食畠安全行政を推進

します。

|舗の安全性についての国際標準の害え方� fリスク分析手法!II

食の安全安心

ひと〈ちメ壱� 

食品のリスクを最小限に止めるための国際標準の考えかたを「リ

スク分析手法� Jといい、 日本の食品安全行政の枠組みも この考え

方をもとに組み立てられています。

リスク分析手法は、次の� 3つの要素から成り立っています。

① リスク評価 .科学者や専門家が、影響の深刻さや起きる確率
を科学的 ・客観的に評価すること

②リスク管理 .リスク評価をもとに、人々の不安に感じる気持
ちゃ、社会の経済的負担なども勘案して、法律
などのノレールをつくり総合的な悪影響を最小限
に管理すること

③ リスクコミュニケーシヨン:リ スクについての正確な情報を、
リスクの評価 ・管理を行う主体と、リ スクの引
き受け手となる県民 ・消費者とで共有 し、相互
に意見を交換して意思疎通を図ること

とちぎ食の安全・安JD¥• 信頼性の確保に関する墓本計画(概要版)

平成 20年� (2008年)3月


栃木県保健福祉部生活衛生課

干 320・8501 栃木県宇都宮市塙田� 1-1-20


電話� 028-623-3114 Fax 028・623-3116 電予メール� eisei@pref.tochigi.lg.jp
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